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 Ａ．研究目的 
 AYA 世代に発症するがんは希少で、がん種が多
く診療領域も多岐にわたる。また、小児と成人診
療の狭間にあり、臓器領域毎に診療科が縦割りに
分散して担当しているために、全体像の把握が不
十分である。さらに AYA 世代は、成長発達・就学
就労・生殖・自立・社会参加などの特徴を持つ世
代であり、この世代のがん診療においては、腫瘍
の治療のみを指向した診療では真の健康が得られ
ず、この世代の特徴を全人的にとらえ俯瞰する診
療の視点や支援体制、社会医療福祉体制の整備が
不可欠であるが、AYA 世代患者に必要な行政施策
や治療開発は立ち後れている。この研究では、総
合的な AYA 世代のがん対策の政策提言に繋げるた
め、AYA 世代がん医療に関して、腫瘍内科医であ
るがん薬物療法専門医を含めた各学会専門医の診
療実態の把握と意識調査をおこなうことを目的と
して実施する。 
 
Ｂ．研究方法 
 他職種等と連携してアンケート作成し、平成28
年5月から平成28年6月に各学会専門医に対して、
アンケート調査を実施した。アンケート調査の実
施に対して、研究代表者の施設にて臨床研究審査
を申請し承認を受けた。そのアンケート結果をも
とに統計要約データを集計して解析した。 
（倫理面への配慮） 
 アンケート調査の実施に対して、研究代表者の施
設にて臨床研究審査を申請し承認を受けた。 
 
Ｃ．研究結果 
 臨床腫瘍医を含めた専門医に対するアンケート
を実施した。アンケートは、専門医に特化した質
問と他職種との比較を目的とした共通質問からな
り、計142問で構成された。1348名が回答を開始し
たが、専門医の背景や診療に関する質問である質
問1−30まで回答した人数は1059人であった。さら
に最終質問まで回答をおこなった専門医は584名
であった。分野別では、血液、がん薬物療法、乳

腺、脳外科、口腔外科、小児血液・がん専門医か
らの回答が順に多かった。 
 AYA世代患者やその家族とのコミュニケーショ
ンについては、86％の専門医が困難さを感じてい
ないが、患者と話をする時間が十分にとれないこ
とを訴えている。また、終末期の患者やその家族
への説明については半数以上で十分に説明ができ
ていないと感じている。 
 「AYA世代がん患者への医師の診療の質の向上
の妨げとなっていると考えられるもの」について
は、患者の疾患や治療に関する情報・知識の不足
を感じている専門医が多かった。 
 
Ｄ．考察 
 前年度に引き続きアンケートの集計・解析を実
施した。アンケートの回答完遂率が低いのは、他
職種との連携により設問数が多くなったことが原
因のひとつと考えられた。 
 AYA世代患者とのコミュニュケーションには困
難を感じていない一方でその時間が十分に確保で
きないのは現在の医療現場の事情を反映している
と考えられる。 
 AYA世代がん患者への医師の診療の質の向上に
は、疾患や治療に関する情報・知識の提供を必要
としており、体制整備が必要である。 
 
Ｅ．結論 
 学会専門医の診療実態把握および意識調査をお
こなうためのアンケートを作成し実施した。アンケ
ート結果を集計・解析し専門医のAYA世代がん診療
の問題点や実態を明らかにした。 
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